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美波町病院事業のあり方検討委員会の検討状況の中間報告美波町病院事業のあり方検討委員会の検討状況の中間報告についてについて 美波町病院事業のあり方検討委員会の検討状況の中間報告美波町病院事業のあり方検討委員会の検討状況の中間報告についてについて 美波町病院事業のあり方検討委員会の検討状況の中間報告について 
　美波町病院事業の医療体制のあり方について、美波町病院事業のあり方検討委員会においてこれまでに検討・
協議を行ってきた結果について、中間報告として9月9日に美波町長に答申しましたので、答申内容について、
次のとおり公表いたします。 
 

美波町病院事業のあり方検討委員会中間報告 
1．はじめに 
　平成18年3月31日の合併により、本町の病院事業は日和佐・由岐の2病院を持つこととなり、病院事
業の経営状況が悪化し、町の大きな財政負担になっている。 
　平成19年度には「美波町医療体制整備検討委員会」が設置され、「美波町における医療提供体制等のあり
方について」、答申を頂いた。この答申では、美波町にふさわしい新たな医療体制を構築することが必要であ
り、町民が安心して質の高い医療サービスを享受できるよう「町民医療センター（仮称）」を新たに設置し、
同時に町民が保健医療福祉サービスを継続的かつ総合的に受けられるよう、「美波町包括ケアセンター（仮称）」
を整備すべきであるとされ、病院と無床の診療所又は老人保健施設を併設した有床の診療所と無床の診療所
を整備すべきであると答申された。 
　一方、国においては、平成19年12月に「公立病院改革ガイドライン」が示され、当町でも平成21年3
月に「美波町病院事業経営改革プラン」を策定し、経営の健全化に取り組むこととし、平成21年度から平
成23年度までの3ケ年の経営指標及び数値目標を掲げ、病院経営の安定化に取り組んでいる最中である。 
　平成22年8月6日には、美波町病院事業経営改革プラン評価委員会から「美波町病院事業経営改革プラ
ンの実施状況について」の答申が出され、財務に関する数値目標の達成状況、両病院の運営状況からして、「今
後、早急に経営形態の見直しをする必要がある。」と答申された。 
　これを受けて、平成22年11月1日に「美波町病院事業のあり方検討委員会」を設置し、美波町病院事
業の医療体制のあり方等について検討・協議を行うこととした。 
　本委員会では、平成20年1月に出された「美波町における医療提供体制等のあり方について」の答申内
容も踏まえ、美波町の今後の病院事業のあり方等について議論を重ねてきたが、これまでの協議で決まった
ことについて中間報告として答申する。 

2．病院のあり方について 
（1）日和佐・由岐病院のあり方について 
①美波町として従来どおり日和佐・由岐2病院を存続することとした場合、一般会計からの繰り入れは避け
られない状況であり、過疎化や少子高齢化による生産年齢人口の減少により、町の財政が逼迫し、病院事
業へ継続的に繰り入れを行うことは困難になると予想される。 
②現在の病院は、両病院ともに今後発生が予測されている東海・東南海・南海地震における津波等による病
院機能の喪失や入院患者の安全性が危惧される。 
③近接した2病院への医療人材の分散などの非効率性、勤務医の疲弊により、長期的な医療提供が困難にな
ると予想される。 

　以上の点を踏まえると、両病院が存続することは、町財政に大きな影響を及ぼすだけでなく、長期的な医
療提供を困難にするとともに、行政サービス全体の低下を招く恐れがある。 
　このことから、美波町の2病院は統合・再編し、1病院、1診療所を基本に検討を進めることとする。 
　また、徳島県が策定する「新たな徳島県地域医療再生計画」において、美波町立2病院の統合再編を図る
とされており、今後は徳島県とも連携を取りながら、検討を進める。 

（2）基本的な整備の方向性について 
①東日本大震災での被災状況を踏まえ、災害時において安全な場所で耐震化施設として整備を図る。 
②施設の改築により、充実した施設整備が可能であることから、医師の勤務環境の改善と魅力的な環境整備
による医師確保を図る。 
③2病院共に長期入院患者を抱えており、町内受診者の入院機能の確保のため平成20年1月の美波町医療
体制整備検討委員会の答申にあるように、50床規模の病床を整備する。 
④入院治療が必要な患者については、良質な療養環境と社会復帰を目指した医療の提供を行う。 
⑤病院の統合により、医師をはじめとした医療人材を有効に活用し、従来の診療機能は維持しつつ、訪問診
療など、地域に根ざした医療サービスの提供を図る。 

3．まとめ 
　当委員会はこれまでに現地視察を含めて6回の会議を開催し、協議を行い、日和佐・由岐2病院の基本的
なあり方について、委員会として結論が出たので、中間報告として答申する。 
　なお、今後は1病院、1診療所の整備に向けた考え方の骨子等について協議し、出来るだけ早急に最終答
申を行うこととする。 
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美波町病院事業経営改革プランの実施状況について美波町病院事業経営改革プランの実施状況について 美波町病院事業経営改革プランの実施状況について美波町病院事業経営改革プランの実施状況について 美波町病院事業経営改革プランの実施状況について 
　平成22年度の美波町病院事業経営改革プランの実施状況について、美波町病院事業経営改革プラ

ン評価委員会において、この経営改革プランに掲げられた経営指標及び数値目標等について、点検・

評価を行い、9月9日にその結果を美波町長に答申しました。 

　この答申内容について、次のとおり公表いたします。 

 

美波町病院事業経営改革プランの実施状況について（答申） 
 

1．各病院ごとの、財務に係る数値目標について検討をしたところ、平成22年度計画に対して、実

績では、 

○ 経常収支比率については、 

日和佐病院では108.6％で15.2％上回っている。 

由岐病院では97.3％で2.5％上回っている。 

○ 職員給与費比率については、 

日和佐病院では107.2％で31.8％多くなっている。 

由岐病院では61.1％で5.4％多くなっている。 

○ 病床利用率については、 

日和佐病院では61.2％で9.2％下回っている。 

由岐病院では38.3％で21.7％下回っている。 

○ 医業収支比率については、 

日和佐病院では60.1％で25.8％下回っている。 

由岐病院では83.2％で5.0％下回っている。 

○ 外来患者数については、 

日和佐病院では1日あたり78.5人で21.5人下回っている。 

由岐病院では1日あたり115.7人で34.3人下回っている。 

　以上のような結果となっており、各項目については、多少の差異はあるが、両病院ともに外来

患者数の減少があり、それに伴い入院患者数も目標値に対して大きく下回っているため、更なる

努力が必要である。引き続き平成23年度の目標に向かって努力されたい。 

 

2．両病院の運営状況を検討した結果、日和佐病院の累積欠損金は354,778千円で過大な金額が計

上されており、資金不足を21年度は134,000千円、22年度は114,000千円の借入金で補っ

ている現状であり、運営は大変厳しい状況である。由岐病院について、14,565千円の単年度赤字

であったが、資金不足はない。 

　このようなことから、今後、早急に医療体制の見なおしをする必要がある。 

 

3．現在、美波町病院事業のあり方検討委員会において、今後の美波町の医療体制等について検討・

協議を行っているところであり、住民が安心して医療を受けられる体制を早急に検討することが望

まれる。 
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数 値 目 標 に つ い て の 説 明 
 

○経常収支比率について 

　経常収益（収益的収入額）を経常費用（収益的支出額）で割った率で、高いほど良い。なお、100％以上だ

と黒字であり、100％以下だと赤字となる。          

　平成22年度では、   （計画）  　　（実績）     

日和佐病院　　93.4%
　　399,934 

×100 ＝108.6（％）
   

368,324     

参考　　　日和佐病院の平成21年度借入金返済のため、一般会計からの          

　　　　　繰入金134,000千円を差し引くと     

265,935 
×100 ＝   72.2（％）

   

368,324     

由岐病院　　　99.8%
　　515,217 

×100 ＝   97.3（％）
   

529,782     
          

○職員給与費比率について 

　職員給与費を医業収益で割った率で、この率が低いほど良い。経営改革プランでは、平成23年度で、60％

以下を目標としている。 

　平成22年度では、   （計画）  　　（実績）     

日和佐病院　　75.4%
　　234,588 

×100 ＝107.2（％）
   

218,845     

由岐病院　　　55.7%
　　263,710 

×100 ＝   61.1（％）
   

431,939     
          

○病床利用率について 

　1年間の延べ入院患者数を年間病床数（１年間の日数×病床数）で割ったものを率にした数。          

　平成22年度では、   （計画）  　　　（実績）     

日和佐病院　　70.4%
　　　6,703人 　　

×100 ＝ 61.2（％）
   

365日×30床     

由岐病院　　　60.0%
　　　6,994人 　　

×100 ＝ 38.3（％）
   

365日×50床     
          

○医業収支比率について 

　医業収益を医業費用で割った率で、この率が高いほど良い。          

　平成22年度では、   （計画）  　　（実績）     

日和佐病院　　85.9%
　　218,845 

×100 ＝ 60.1（％）
   

364,121     

由岐病院　　　88.2%
　　431,939 

×100 ＝ 83.2（％）
   

519,285     
          

○1日平均外来患者数について 

　1年間の延べ外来患者数を、年間診療日数で割った人数。          

　平成22年度では、   　（23年度目標）  　　　（実績）     

日和佐病院　　1日100人を確保
　　19,078人 

 ＝   78.5人
   

　　　　　　243日     

由岐病院　　　1日150人を確保
　　28,112人 

 ＝115.7人
   

　　　　　　243日 
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（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出。 
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」） 
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出。 

1．収支計画（収益的収支） 

                      

22年度（計画）
 
 

476,000 
432,000 
44,000 
25,300 
73,500 
69,500 

0 
4,000 

549,500 
539,519 
265,000 
165,000 
103,000 
6,269 
250 

11,021 
21 

11,000 
550,540 
▲ 1,040 

0 
0 
0 

▲ 1,040 
17,315 
508,000 
17,500 

0 
0 

0 
 

▲ 490,500 
 

▲ 4,500 

99.8 
 

▲ 103.0 
 

88.2 
 

55.7 
 
0 
 
0 
 
0 
 

60.0

年 度 
 
区 分         
1. 医 業 収 益 
(1)  料 金 収 入 
(2)  そ の 他 
　　　　う ち 他 会 計 負 担 金     
2. 医 業 外 収 益 
(1)  他会計負担金・補助金 
(2)  国 ( 県 ) 補 助 金 
(3)  そ の 他 
経 常 収 益  
1. 医 業 費 用 
(1)  職 員 給 与 費 
(2)  材 料 費 
(3)  経 　 費 
(4)  減 価 償 却 費 
(5)  そ の 他 
2. 医 業 外 費 用 
(1)  支 払 利 息 
(2)  そ の 他 
経 常 費 用  

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) 
1. 特 別 利 益 
2. 特 別 損 失 
特 別 損 益 　(D)－(E) 

純 損 益  
累 積 欠 損 金  
流 動 資 産  
流 動 負 債  
　　　　う ち 一 時 借 入 金 
翌 年 度 繰 越 財 源  
当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入  
又 は 未 発 行 の 額  
 
差引

  不 良 債 務 
 　　  ｛ ( ｲ ) - ( ｴ ) } - { ( ｱ ) - ( ｳ ) }      

単 年 度 資 金 不 足 額  

経 常 収 支 比 率
　(Ａ)　

×100
 

      （Ｂ） 

不 良 債 務 比 率
　(ｵ)　

×100
 

      ａ 

医 業 収 支 比 率
　ａ　

×100
 

      ｂ 

職員給与費対医業収益比率
　(c)　

×100
 

      （a） 
地方財政法施行令第19条第１項 
により算定した資金の不足額 

地方財政法上の資金不足の割合
　(H)　

×100 
      ａ   

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上
の資金不足比率 
病 床 利 用 率  

                      

22年度（計画）
 
 

402,000 
374,000 
28,000 

0 
43,700 
41,700 

0 
2,000 

445,700 
468,000 
303,000 
83,000 
78,000 
3,000 
1,000 
9,000 
50 

8,950 
477,000 
▲ 31,300 

0 
0 
0 

▲ 31,300 
563,942 
37,800 
175,500 
16,000 

0 

0 
 

137,700 
 

36,200 

93.4 
 

34.3 
 

85.9 
 

75.4 
 

137,700 
 

34.3 
 

34.3 
 

70.4

由 岐 病 院    

22年度（実績）
 
 

431,939 
375,950 
55,989 
37,685 
83,278 
76,140 

0 
7,138 

515,217 
519,285 
263,710 
146,494 
102,040 
6,269 
772 

10,497 
21 

10,476 
529,782 
▲ 14,565 

0 
0 
0 

▲ 14,565 
13,536 
509,721 
21,963 

0 
0 

0 
 

▲ 487,758 
 

13,809 

97.3 
 

▲ 112.9 
 

83.2 
 

61.1 
 
0 
 
0 
 
0 
 

38.3

日 和 佐 病 院              

22年度（実績）
 
 

218,845 
202,971 
15,874 

0 
181,089 
179,578 

0 
1,511 

399,934 
364,121 
234,588 
32,517 
95,403 
667 
946 

4,203 
48 

4,155 
368,324 
31,610 

0 
0 
0 

31,610 
354,778 
43,303 
124,790 
114,000 

0 

0 
 

81,487 
 

▲ 26,955 

108.6 
 

37.2 
 

60.1 
 

107.2 
 

81,487 
 

37.2 
 

37.2 
 

61.2

収
　
　
　
　
　
　
　
入 

支
　
　
　
　
　
　
　
　
出 

特
別
損
益 

不

良

債

務

 

ａ 
 
 
 
 
 
 
 
(A) 
ｂ 
ｃ 
 
 
 
  
 
 
 
(B) 
(C) 
(D) 
(E) 
(F) 

(C)＋(F)  
(G) 
(ｱ) 
(ｲ) 
 
(ｳ) 

(ｴ) 
 
(ｵ)
 
 

（※） 
 
 
 
 
 
 
 
 

(H) 
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（注）             
1 　（　）内はうち基準外繰入金額。            
2 　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から 
　公営企業会計へ繰り入れられる繰入金以外の繰入金をいう。 

2．収支計画（資本的収支） 

                      

22年度（計画）
 
 

0  
524  
0  
0  
0  
0  
0  

524  

0
  
 

0  
524  
0  

787  
0  
0  

787  
263  
263  
0  
0  
0  

263  
0  

0
  
 

0 

年 度 
 
区 分         
1. 企 　 業 　 債 
2. 他 会 計 出 資 金 
3. 他 会 計 負 担 金 
4. 他 会 計 借 入 金 
5. 他 会 計 補 助 金 
6. 国 ( 県 ) 補 助 金 
7. そ 　 の 　 他 
　　収　　　入　　　計 
うち翌年度へ繰り越される 
支 出 の 財 源 充 当 額  
前年度許可債で当年度借入分 
　　純計(a)－{(b)＋(c)} 
1. 建 設 改 良 費 
2. 企 業 債 償 還 金 
3. 他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金 
4. そ 　 の 　 他 
　　支　　　出　　　計 

差 引 不 足 額　(B)－(A) 
1. 損 益 勘 定 留 保 資 金 
2. 利 益 剰 余 金 処 分 額 
3. 繰 越 工 事 資 金 
4. そ 　 の 　 他 
　　　　　　計 

補てん財源不足額　(C)－(D) 
当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入  
又 は 未 発 行 の 額  
実 質 財 源 不 足 額 

                      

22年度（計画）
 
 
0 

1,145 
0 
0 
0 
0 
0 

1,145 

0
 
 
0 

1,145 
0 

1,719 
0 
0 

1,719 
574 
574 
0 
0 
0 

574 
0 

0
 
 
0

由 岐 病 院   

22年度（実績）
 
 

0  
524  
0  
0  
0  
0  
0  

524  

0
  
 

0  
524  
0  

787  
0  
0  

787  
263  
263  
0  
0  
0  

263  
0  

0
  
 

0 

日 和 佐 病 院             

22年度（実績）
 
 
0 

1,146 
0 
0 
0 
0 
0 

1,146 

0
 
 
0 

1,146 
0 

1,719 
0 
0 

1,719 
573 
573 
0 
0 
0 

573 
0 

0
 
 
0

収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入 

支
　
　
出 

補
て
ん
財
源 

(a) 

(b)
 
 
(c) 
(A) 
 
 
 
 
(B) 
(C) 
 
 
 
 
(D) 
(E) 

(F)
 
 

(E)－(F)

3．一般会計等からの繰入金の見通し 

                      

22年度（計画）
 
 

（  　0  　） 
94,800 

（  　0  　） 
524 

（  　0  　） 
95,324

 
 
         

収 益 的 収 支  
 
資 本 的 収 支  
 
合 　 　 　 計  

                      

22年度（計画）
 
 

（  　0  　） 
41,700 

（  　0  　） 
1,145 

（  　0  　） 
42,845

由 岐 病 院      

22年度（実績）
 
 

（  　0  　） 
113,825 

(  　0  　) 
524 

(  　0  　) 
114,349

日 和 佐 病 院                 

22年度（実績）
 
 

（134,000） 
179,578 

(  　0  　) 
1,146 

(134,000) 
180,724



区　　分 

一般事務職 

技能労務職 

医 師 職  

医 療 職  

計 

勧奨退職 

3 

 

 

 

3

普通退職 

 

 

2 

 

2

計 

3 

1 

2 

 

6

死亡退職 定年退職 

 

1 

 

 

1

区　　分
 

 

平成22年度 

住民基本台帳人口 
（22年度末） 

7,979人 

歳出額（Ａ）
 

 

6,062,149千円 

（参考） 
22年度の人件費率 

15.8%

実質収支
 

 

268,951千円 

人件費（Ｂ）
 

 

1,041,767千円 

人件費率 
（Ｂ/Ａ） 

17.2%

（単位：人） 

区　　　　　分
 

 

 

 

 

 

一 般 行 政 部 門  

 

 

 

 

特 別 行 政 部 門  
 

 

 

 

公営企業等会計部門 

 

 

 

合
　　　　　

計 

 

 

議 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

農林水産 

商 工   

土 木   

小 計   

教 育   

小 計   

病 院   

水 道   

下 水 道  

国 保  

介 護  

そ の 他  

小 計  

職　　員　　数 

平成22年4月1日 

1 

26 

7 

30 

11 

7 

3 

7 

92 

22 

22 

54 

3 

2 

2 

1 

2 

64 

178

 

平成23年4月1日 

1 

24 

6 

33 

12 

6 

3 

8 

93 

19 

19 

53 

3 

2 

3 

1 

0 

62 

174

対前年増減数 
 

0 

△ 2 

△ 1 

 3 

1 

△ 1 

0 

 1 

 1 

△ 3 

△ 3 

△ 1 

0 

0 

1 

0 

△ 2 

△ 2 

△ 4

（単位：人） 

 

※人件費とは、特別職の給与、各委員等報酬、職員給与、共済費などをいいます。 

区　　分
 

 

平成22年度 

職員数（Ａ）
 

 

113人 

給　　　　　与　　　　　費 

給　料 

495,002千円 

１人当たり給与費 
（Ｂ/Ａ） 

6,706千円 

 

職員手当 

74,509千円 

 

期末・勤勉手当 

188,218千円 

 

計 （Ｂ） 

757,729千円 

       

平均給料月額 

3,334百円 

一 般 行 政 職 

平均給与月額 

3,827百円 

 

平均年齢 

44.3歳 

       

平均給料月額 

2,902百円 

技 能 労 務 職 

平均給与月額 

3,224百円 

 

平均年齢 

48.8歳 

区　　　分  

一般行政職
 

 

 

大学卒 

高校卒 

初 任 給  

161,600円  

140,100円 

※ １．職員給与費とは、人件費のうち一般職員に支給される給料、諸手当等をいいます。 
　 ２．給与費は当初予算に計上された額です。 

※職員数は一般職に属する
職員数であり、地方公
務員の身分を保有する
休職者、派遣職員など
を含み、臨時又は非常
勤職員を除いています。 

区　　　分  

技能労務職 

 

高校卒
  

初 任 給  

135,600円 
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美波町人事行政の運営等の状況について美波町人事行政の運営等の状況について 美波町人事行政の運営等の状況について美波町人事行政の運営等の状況について 
　美波町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成19年美波町条例第3号）に基づき、
平成22年度の美波町の人事行政の運営等の状況の概要を公表いたします。 

１、職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員の採用の状況 
平成22年度実施職員採用試験による採用の状況 
平成22年度職員採用試験による、採用者は、 
保健師　１人。      

（２）職員の退職の状況 
平成22年度における職員の事由別・職種別の退
職者の状況は、右表のとおりです。 

（３）職員数の状況 

美波町人事行政の運営等の状況について 

２、職員の給与の状況 

（１）人件費の状況（平成22年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況（平成22年度普通会計予算） 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成22年４月1日現在） 

（４）職員の初任給の状況 

　　　（平成22年４月１日現在） 



区　　　分  

一般行政職 
 

技能労務職 

 

大学卒 

高校卒 

高校卒  

10年以上15年未満 

260,050円 

234,150円 

－ 

1５年以上20年未満 

285,550円 

264,086円 

246,700円 

20年以上25年未満 

358,250円 

319,721円 

264,067円 

職務の級 

１　級 

２　級 

３　級 

４　級 

５　級 

６　級 

計 

職員数 

2 

10 

23 

14 

18 

10 

77

標準的な職務内容 

書　　　記 

主　　　任 

係　　　長 

主査・課長補佐 

上席課長補佐・課長 

上席課長 

構成比 

2.6 

13.0 

29.9 

18.2 

23.4 

13.0 

100.0

区　　分 

 

期末手当 

勤勉手当 
 

 

 

 

 

退職手当 

美波町　（平成22年度支給割合） 

　　　　　期末手当　　　勤勉手当 

 　６月分　　１．２５月　　　　０．７０月 

１２月分　　１．５０月　　　　０．７０月 

　　計　　　２．７５月　　　　１．４０月 

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り 

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年 

勤続20年　　２３．５０月分　　３０．５５月分 

勤続25年　　３３．５０月分　　４１．３４月分 

勤続35年　　４７．５０月分　　５９．２８月分 

最高限度額　５９．２８月分　　５９．２８月分 

その他の加算措置　　定年前早期退職 

特例措置（2％～20％加算） 

国　（平成22年度支給割合） 

　　　　　期末手当　　　勤勉手当 

 　６月分　　１．２５月　　　　０．７０月 

１２月分　　１．５０月　　　　０．７０月 

　　計　　　２．７５月　　　　１．４０月 

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り 

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年 

勤続20年　　２３．５０月分　　３０．５５月分 

勤続25年　　３３．５０月分　　４１．３４月分 

勤続35年　　４７．５０月分　　５９．２８月分 

最高限度額　５９．２８月分　　５９．２８月分 

その他の加算措置　　定年前早期退職 

特例措置（2％～20％加算） 

区　　分 

 

 

扶養手当 

 

 

 

住居手当 

 

 

通勤手当 

内　　　　　　　　容 

配　　偶　　者 

配偶者のいない職員の扶養親族１人目 

配偶者以外の扶養親族 

その他の扶養親族 

15歳から22歳までの者１人につき５，０００円加算 

自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に居住し、
月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員 

職員の所有に係る住宅に居住している職員で世帯主であるもの 

自動車等を使用して通勤する職員 
通勤距離が片道２km以上の職員に支給 

 

１３，０００円 

１１，０００円 

６，５００円 

５，０００円 

 

家賃の額に応じ 
最高２７，０００円まで 

３，５００円 

通勤距離に応じ 

２，０００円～ 

最高２４，５００円まで 

職務の級 

１　級 

２　級 

 

３　級
 

 

計 

職員数 

0 

9 

 

12 
 

21

標準的な職務内容 

技 能 職 員 

高度な技能又は経験を
必要とする 

特に高度な技能又は経
験を必要とする 

構成比 

0.0  

42.9 

  

57.1 
  

100.0  

 

 

 

特殊勤務手当 

区　　　分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給月額 

手当の種類（手当数） 

 

特殊勤務手当の名称 

全 職 種 

9.60% 

8,400円 

4 

防 疫 等 作 業 手 当 

放 射 線 取 扱 手 当 

霊柩車特殊勤務手当 

死 体 処 理 手 当 
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（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成22年４月１日現在） 

（６）級別職員数の状況（平成22年４月１日現在） 

一般行政職 

（７）職員手当の状況（平成22年４月１日現在） 

①期末勤勉手当と退職手当の状況 

②その他の手当 

技能労務職 



うち 
新規 

区　　分 

町 長  

副 町 長  

教 育 長  

議 長  

副 議 長  

議 員  

給 料 及 び 報 酬 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

 

691,200円 

572,000円 

530,900円 

269,000円 

231,000円 

192,000円 

期 末 手 当 

６月期 

１２月期 

合　計 
 

６月期 

１２月期 

合　計 

 

1.25月分 

1.50月分 

2.75月分 
（役職加算有り） 

1.25月分 

1.50月分 

 2.75月分 
（役職加算有り） 

区　　分 

勤務時間 

休憩時間 

内　　　　　　　容 

月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時15分まで（休憩時間を除く。） 

月曜日から金曜日の午後０時から午後１時まで 

区　　分 

年次有給休暇 

 
病気休暇 
 

 

特別休暇
 

 
 

 
介護休暇 

期　　　　　　　間 

１暦年について20日（20日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる。） 

・公務上の負傷又は疾病（必要と認められる期間） 
・結核性疾患（１年を超えない範囲内で必要と認められる期間） 
・その他上記以外の負傷又は疾病（３月を超えない範囲内で必要と認められる期間） 

・出産休暇　（出産予定日前６週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）目にあたる日から産後
　　　　　　８週間目に当たる日までの期間において、あらかじめ必要と認める期間） 
・忌引休暇　（死亡者の区分に応じ、１日～７日の範囲内） 
・その他規則に定める期間 

配偶者、父母、子、配偶者の父母等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある
者を介護する場合で介護を必要とする一の継続する状態ごとに、連続する６月の期間内において
必要と認められる期間 

区　　分 

分限処分 

懲戒処分 

件　数 

2 

1 

1

研修区分
 

 

 

庁舎外研修 
 
 

 

庁舎内研修 

講座数
 

 

 

6
 
 
 

 

4

受講者 

（人） 

 

22
 
 
 

 

231

研 修 内 容 等 
 

・階層別研修 
・防災研修 
・パソコン研修 
・困難クレーム対応研修　等 

・人権講演会 
・地域づくり研修 
・人事評価研修 
・メンタルヘルス研修 

内　　容 

心身の故障による休職 

減　　給 

訓　　告 

 

（768,000円） 

（615,000円） 

（553,000円） 

※給料の（　　）内は、 
　減額措置を行う前の 
　金額です。 

区　　分 

取得者数 

育児休業 

5　　（　）2 うち 
新規 

部分休業 

0　　（　）0

（単位：人） 
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（８）特別職の報酬等の状況 

３、職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（１）勤務時間の概要（標準的なもの） 

（２）休暇制度の概要 

職員の休暇の概要は、次のとおりです。 

４、職員の分限及び懲戒処分の状況 

　心身の故障による休職などの分限処分と法令 
　違反、職務上の義務違反、非行などによる懲戒 
　処分の件数（平成22年度） 

７、職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）福利厚生（徳島県市町村職員共済組合・互助会加入） 
・給付事業……結婚祝金・出産祝金など 
・厚生事業……ライフプランセミナー・夏期保養施設の開設など 
・助成事業……人間ドック及び脳ドックの助成など 
・貸付事業……住宅貸付など 

（２）地方公務災害補償 
　地方公務員災害補償法により職員が公務上の災害又は通勤による災害を受けた場合に、その災害で生じた補償など 
の事業を行うものです。 

（３）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成22年度）……… 該当なし 

（４）不利益処分に関する不服申立の状況（平成22年度）……… 該当なし 

（２）勤務成績の評定の概要（平成22年度） 

　実施無し 

５、職員の服務の状況 

育児休業等の取得状況 

６、職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１）平成22年度職員研修実績 



平成24年分「扶養親族等申告書」が送付される方 

65歳未満 

65歳以上 

年金額が108万円以上 

年金額が158万円以上 
年　齢 
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　国民年金保険料が納付できる期間は2年以内となっているところですが、年金確保支援法（法附則

第2条）により、施行日から3年間に限りお申出により納付できる期間が2年から10年に延長されま

す（後納納付制度）。 

　これは、将来の無年金、低年金の発生を防止し、国民の皆様の高齢期における所得の確保をより一

層支援する観点から、平成24年秋（予定）から3年間に限り、国民年金保険料の納付可能期間を10年

に延長するものです。 

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます。 
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～ 

�国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。

（その年の1月1日から12月31日までに納付した保険料が該当します。） 

�この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられ

ていますので、平成23年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方

に対し、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬から11月上旬までに

日本年金機構から送付されます。 

　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。 

　なお、10月1日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、

来年の1月下旬に送付されます。 

�ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に

加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。 

※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表

示されている年金事務所へお問い合わせください。 

『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！ 
年金受給者のみなさんへ 

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害

年金・遺族年金は課税されません。） 

　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書

が送付されますので、12月1日の提出期限までに必ず提出してください。 

　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。も

し提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますの

でご注意ください。 

　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。 

「後納納付制度」「後納納付制度」についてについて 「後納納付制度」「後納納付制度」についてについて 「後納納付制度」について 

国民年金だより
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高齢者インフルエンザ予防接種について高齢者インフルエンザ予防接種について（お知らせ）（お知らせ） 高齢者インフルエンザ予防接種について（お知らせ） 
平成23年度 

予防接種法に基づき、高齢者の方にインフルエンザの予防接種を実施します。 
ご希望される方は下記をお読みの上、希望する実施医療機関に直接お申込みください。 

　1. 対　象　者　　美波町に住所を有する方で次に該当する方 
① 65歳以上の方 
② 60歳から65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器に重い病気のある方 

　2. 接 種 期 限　　平成24年3月31日まで（開始日は各医療機関に確認） 

　3. 個人負担金　　1,000 円　（1人1回限り）　 

　4. 接種申込先　　郡内の医療機関の中で、希望する実施医療機関に直接、お申込ください。 
（健康手帳をご持参ください。） 

　5. 実施医療機関　　予防接種は下記の病院でお受け下さい。 

　※接種前に診療時間等をあらかじめご確認の上、お申し込みください。 

海南病院 
大里医院 
寿満内科クリニック 
いしもとファミリークリニック 
野田医院 
宍喰診療所 
折野胃腸科内科 

☎73－1355 
☎73－3102 
☎73－3741 
☎74－3503 
☎73－1221 
☎76－2028 
☎76－2249

海
　
陽
　
町 

県立海部病院 
玉真病院牟岐診療所 
北川医院 
小柴外科胃腸科医院 
美海クリニック 

☎72－1166 
☎72－2856 
☎72－0260 
☎72－3311 
☎72－3939

牟
　
岐
　
町 

ご不明なことは、美波町役場　保健福祉課（☎77-3614）まで 

イワキ医院 美波町日和佐浦64-2 

（☎77－0005） 

★接種開始日　11月1日～ 

（ 月～水・金）午前9：00～午前11：30 
午後2：00～午後 5：00 

　　（ 木曜日 ）午後2：00～午後 5：00 
　　（ 土曜日 ）午前9：00～午前11：30

日和佐病院 美波町奥河内字井ノ上20 

（☎77－1212） 

★接種開始日　11月1日～ 

（ 月～金 ）午前9：00～午前11：30 

午後3：00～午後 5：00

冨 田 病 院 美波町西河内字月輪129-4 

（☎77－0368） 

★接種開始日　11月1日～ 

（ 月～金 ）午前9：00～午前12：00

由 岐 病 院 美波町港町西１ 

（☎78－0075） 
★接種日 

〔11月14日〕午後2：00～午後4：00 

〔11月21日〕午後2：00～午後4：00 

〔11月28日〕午後2：00～午後4：00

ヒワサクリニック 美波町西河内字丹前102-2 
（☎74－7518） 

★接種開始日　11月1日～ 

（ 月～水・金）午前9：00～午前12：00 

午後2：00～午後 5：00 

　　（ 土曜日 ）午前9：00～午前12：00

阿部診療所 美波町阿部306-1 

（☎78－0203） 
★接種日 

〔10月25日〕午後3：00～午後4：00 

〔11月 8日〕午後3：00～午後4：00 

伊座利地区 

〔11月17日〕午前10：00～午前10：30

※県立海部病院　実施曜日（月・金） 
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10月からスタートします！（毎月1回） 

精神対話士である中村喜美子先生の、『こころの相談』が始まります。 

自分のこころの中をのぞいてみたり、自分の考える傾向に気づいたり…。 
こころの整理のお手伝いをします。 
子どもさんから大人まで、どなたでもご利用できます。 
ひとりで悩まずちょっと相談してみてはいかがですか？ 

【 こんな方に… 】 
・エネルギーの低下から抜け出せず苦しい思いに悩んでいる…。 
・病院に行くまでもないし…。 
・改まった“精神保健相談”に行くのはちょっと…。 
・こころの中を、知り合いには知られたくない…。 
・気軽に、専門家のカウンセラーに話しを聞いてもらいたい…。 

平成23年10月  1日（土） 
11月  5日（土） 
12月  3日（土） 

平成24年  1月  7日（土） 
2月18日（土） 
3月17日（土） 

①  9：30～10：50 
②11：00～12：20 
③13：30～14：50 
④15：00～16：20

＜実施日＞ ＜時　間＞ 

～箱庭体験をしてみませんか？～ 
こころにしっとりとくる箱庭ができた時は、癒されていくのを感じることができます。 
自分らしく生きるために、箱庭療法を利用してみるのもいいですね。 

【お約束ごと】 
�相談時間はひとり80分程度です。 
�要予約になります。お電話で連絡下さい。 
�1日4人までご利用できます。 
�場所は日和佐公民館・奥の相談室です。（静かな所です） 

 
�相談は中村先生と二人きりです。 
　第3者が同席することはありません。 
�秘密は守られます！ 
�相談料は無料です。 

連絡先：美波町保健福祉課・保健師（�77－3621） 

人権問題講演会  人権教育研究推進事業（人権教育総合推進地域事業） 

日 時：平成23年10月24日(月 )　19：30～ 
場 所：日和佐公民館　3階大集会室 
演 題：「あした、笑顔になあれ」　～夜回り先生からのメッセージ～ 

講 師：水 谷 　修 氏 

　長年にわたる教師生活を少年の非行・薬物問題に捧げ、｢夜回り」と呼ばれる深夜パ
トロールを行いながら、多くの若者たちとふれあい、非行防止と更正に取り組むかた
わら、現場での経験をもとに各種メディアや講演を通じて、子供たちが直面する様々
な問題について広く社会に訴えている「夜回り先生」こと水谷修さんです。 

主催 :美波町・美波町教育委員会・美波町人権教育協議会・日和佐公民館 
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平成23年10月～平成24年3月 

子ども手当についてのお知らせ子ども手当についてのお知らせ 子ども手当についてのお知らせ子ども手当についてのお知らせ 子ども手当についてのお知らせ 

10月から「子ども手当」が変わります 
申請をお忘れなく！！ 

　9月末に子ども手当を受け取っていた方（支給対象外者・公務員を除く）には、11月に認定請求書
（申請書）の発送を予定しています。 
　該当されているのに、申請用紙が届かない場合は、ご連絡お願いします。 
（※公務員の方は勤務先にお問い合わせください。） 

経過措置･･･平成24年3月までに申請すれば、10月まで遡って受給できます。 
該当しない場合もありますご注意下さい。 

※１０月分からの支給額は以下のように変わります。 

手当の月額 （平成23年10月分～平成24年3月分） 

■0歳～3歳未満 
■3歳～小学校修了前 
■中　学　生 

：　15,000円（一律） 
：　10,000円（第3子以降は15,000円） 
：　10,000円（一律） 

※10月分～1月分の手当は平成24年2月に、2月・3月分の手当は平成24年6月に支払われます。 

支給対象となる方が変わる場合があります。 

■施設に入所しているお子さん  �  

■お子さんについても国内居住  � 
　要件が定められました 

施設の設置者等に支払われます。 

お子さんが海外に住んでいる場合、子ども手当を受け取ることが 
できません。（ただし留学中の場合等を除きます。） 

これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方が申請が必要です。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

★ご注意ください！ 
以下の方は速やかに申請して下さい。（経過措置の対象となりません。） 
・10月以降に他の市町村より転入された方 
・10月以降にお子さんが生まれた方 
10月以降に他の市町村より転入された方は、転入した日（転出予定日）の次の日から15日以内 
10月以降にお子さんが生まれた方は、　　　お子さんが生まれた日の次の日から15日以内　の申請が必要です。 

詳しくは、美波町役場　保健福祉課（�77－3614）まで 

リハビリ教室を開催します 介護予防事業 

日　時：平成23年10月26日（水）　 
受付13：30～　体操14：00～15：00 

会　場：由岐公民館　3階第3会議室 
講　師：徳島文理大学 保健福祉学部理学療法学科 

教授　鶯　春夫 理学療法士 

持ち物：タオル（体操で使用します）・お茶などの 
水分・健康手帳 
※動きやすい服装でお越しください。 

お問い合わせ先：地域包括支援センター 
�77-1171

うぐいす はる お 

テレビ等でおなじみの鶯先生を講師にお招きして、高齢者の方でも負担にならない
リハビリ体操を行います。 



相談者職種 

神経内科医師         

神経内科医師         

呼吸器･膠原病内科医師 

ソーシャルワーカー   

当事者相談員 

氏　　名　　（所属） 

馬 木 良 文 院長 （あおぞら内科） 

足 立 克 仁 院長 （徳島病院） 

岸 　 　 潤 助教授（徳島大学病院） 

伊 藤 千 恵 氏 （稲次整形外科病院） 

患者相談員　10名 
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集団健診  集団健診  

難病医
療講演会・医療相談会難病

医療講演会・医療相談会難病
医療講演会・医療相談会難病
医療講演会・医療相談会ご 案 内  

　原因不明で治療法が確立されていない病気（難病）の中には、手の震えや筋力の低下、身体が硬く
動きにくくなる等の症状や、長引く不明熱や倦怠感などいろいろな症状が見られることがあります。 
　今回、神経内科・膠原病等の専門の医師や関係者による相談会を下記の日程で開催します。 
　病名の有無に関わらず、難病に関する医療や福祉などの相談がある方はご参加下さい。 
　また、医療相談会の前に「パーキンソン病の治療」についての講演会もあります。 
　病気を知っていただく良い機会ですので、講演会への参加のみの方もお気軽にご連絡下さい。 

◆開催日　平成23年10月23日（日） 

◆場　所　徳島県南部総合県民局 美波庁舎（2階　大会議室） 

◆内　容　【医療講演会】 12：30～13：30 
　　　　　　　　　　　　　　演題 「パーキンソン病の治療」 
　　　　　　　　　　　　　　講師  あおぞら内科 院長　馬 木 良 文 先生（神経内科） 
　　　　　【医療相談会】 13：30～16：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆申込先　とくしま難病支援ネットワーク事務局　　Tel・Fax：088-692-0016 

◆相談料　無料 

◆主　催　とくしま難病支援ネットワーク・徳島県（南部総合県民局保健福祉環境部） 

　美波町国保において9月末現在で健診を受けていただいた方は601人、受診率は32.4％です。昨
年度は827人、受診率は43％でした。受診者数、受診率ともに大きくおよばない状態です。 
　一人でも多くの方に健診を受けていただいて、健康づくりのお手伝いをさせていただきたいのです。
まだ健診を受診されていない方は、この機会にぜひ、受診してください。 

健　診　日：平成23年11月9日（水） 

時間と場所：午前 7時～ 8時30分　日和佐公民館 
　　　　　　午前10時～11時　　　　由岐公民館 

検診内容と料金：　　　　　　　　　　　　　　　　（65才まで） 
　・特定健診　1,000円　　　　・肝炎ウイルス検診　700円 
　・胃がん検診　500円　　　　・前立腺がん検診　　500円 
　・肺がん検診　200円（喀痰健診実施する場合は　＋500円） 

※特定健診を受診される方は「受診券」と「保険証」をご持参ください。 
※肝炎ウィルス検診、胃がん検診、肺がん検診、前立腺がん検診は、どなたでも受診できます。 
※問診票は美波町役場保健福祉課、由岐支所住民室においてあります。 
※国保加入者でない方も、「受診券」と「保険証」をご持参いただくと特定健診が受けられます。 
 

【お問い合せ先】　役場保健福祉課　保健師　☎77-3621

今年最後の　　集団健診 を行います。 
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　東日本大震災は、既存の災害対策をはるかに超える甚大な被害をもたらすことになりました。この大震災を教訓に、
住民の皆さまの安全と安心をしっかりと確保できるまちをつくっていくことが必要と考えています。 
　そこで、美波町では、様々なまちづくり施策を横断的に取り組んでいくため、常設の危機管理体制として、危機管
理プロジェクトを8月1日に設置しました。 
　このプロジェクトは、役場の全職員が関わり、町内各地域の自主防災組織と連携して避難場所や避難路の見直しを
行い、現在そのとりまとめを行っているところです。それぞれの自主防災組織からの様々なご要望に、厳しい財政状
況の中ではありますが、計画的に対策を講じていければと考えております。その一方で、自分たちで出来ることは自
分たちでと、自主的に避難路整備などに動き出している自主防災組織などもあります。このような取り組みも広げて
いくように努めていきたいと考えております。 
　また、プロジェクトでは、復旧や復興対策など、災害を受けた時に具体的に何をどうすべきかなど、地域防災計画
には記されていない具体的な行動手順等を明確にわかりやすく解説した個別対処危機管理マニュアルを作成している
ところです。 
　なお、避難場所や避難路、個別対処危機管理マニュアルは、常に現状に即したものとしていくために、繰り返し見
直しを行っていくこととしております。 

【お問い合せ先】　役場消防防災課　☎77－3619

役場内に危機管理プロジェクトを設置 

◎健康診査受診券について 

健康診査受診券は、 
①入院をされていない方で生活習慣病と診断されていない方 
②今年の1月から9月の間に新しく被保険者となった方で、徳島県後期高齢者医療広域連合から送付された健
康診査申込書で申込をした方 

に送付しています。 
　健康診査受診券が送付されていない方で、今年度（平成23年4月～）に血液検査と尿検査のどちらかをしてい
ない方、または両方をしていない方は、健康診査申込書を提出していただくことにより、健康診査受診券を発行し
ます。 
　健康診査申込書は下記お問い合せ先にあります。健康診査の受診を希望される方は、下記お問い合せ先まで、申
し込んでください。締め切りは、10月21日（金）です。 

【お問い合せ先】　役場保健福祉課　☎77－3614　　由岐支所住民室　☎78－2212

後期高齢者医療制度からのお知らせ 

　「農業日誌、ファミリー日誌、新農家暦」の購入を希望される方は、役場へ直接お申し込み下さい。電話・窓口に
て、氏名・住所・電話番号・冊数をお伝え下さい。 
　申込期限は、平成23年10月28日（金）です。申し込みをされた方には、役場に日誌等が届きしだい、ご連絡し
ます。総務企画課又は由岐支所住民室でお受け取り下さい。（11月下旬頃になる予定です） 

〈価 格〉　●●農業日誌　1,400円　●ファミリー日誌　1,400円　●新農家歴　400円 

【申込・お問い合せ先】　役場総務企画課　☎77－3611　　由岐支所住民室　☎78－2211

平成24年版「農業日誌」「ファミリー日誌」「新農家暦」の予約受付について 

■徳島県及び市町村は、平成21年度からの本格的な耕作放棄地の発生防止・解消の取組を促進するため、行政・農
業団体・農業者のみならず、広く県民に対して、耕作放棄地解消の必要性や農地保全の重要性の啓発を行うことと
しております。 

■このため、農地は、国民共有の財産であり、子や孫の世代に良好な状態で引き継いで行くことが大切であることを
理解してもらうため、耕作放棄地解消取組強化月間を10月に設定し、市町村ごとに意識啓発の活動を行います。 

※なお、平成20年度から毎年美波町では、農地パトロールを実施し、耕作放棄地調査を行っております。 

耕作放棄地解消には、国や県による支援事業があります。 

・再生作業及び土作りに係る経費や、農業用施設や基盤整備に係る経費を補助する国補「耕作放棄地
再生利用緊急対策交付金」等があります。 

【お問い合せ先】　役場産業振興課　☎77－3617

耕作放棄地解消　取組月間　たがやせ農地!　みんなで実りを取り戻そう 
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税務署からのお知らせ 

「税を考える週間」　11月11日（金）～11月17日（木） 

～国税電子申告・納税システム（e-Tax）の周知及び利用促進～ 
　週間中の活動として、「マスメディアを活用した広報」、「国税庁ホームページの活用（「税を考える週
間」特集ページの開設）」、「税に関する作文の表彰」、「税の作品展の開催」、「第四回小学生タツクスセミ
ナー」等を実施します。詳しくは国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。 

■e‐Tax（イータックス）を始めよう！国税電子申告・納税システム（e‐Tax）とは… 
　e-Taxとは、国税に関する各種手続き（所得税、法人税等の申告や納税、申請や届け出等）が、自宅
やオフィスからインターネット等を通じて行うことができます。 
　e-Taxをはじめるには、事前に電子証明書とＩＣカードリーダライタの準備が必要です。詳しくはe-
Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧下さい。 

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」 

【お問い合せ先】阿南税務署　0884－22－0414

“犬猫の避妊“犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を補助します”去勢手術費用の一部を補助します” “犬猫の避妊“犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を補助します”去勢手術費用の一部を補助します” “犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を補助します” 
1匹につき5,000円を補助。 
美波町で飼われている犬猫を対象として合計10匹を予定しています。（申込が多い場合は抽選） 
犬については、登録と平成23年度の狂犬病予防注射を済ませていること。 

申込み方法　徳島県獣医師会に往復はがきで申込み。 
犬猫の別、種類、名前、毛色、性別、体格、年齢、特徴（犬は登録・注射番号）、飼い主の住所、
名前、電話番号、返信あて名を記入し、下記の徳島県獣医師会まで申込みをする。 

　　　　　　　　　
社団法人　徳島県獣医師会

　〒770-8007　徳島市新浜本町2丁目3番6号 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.088-663-6607　FAX.088-663-6608 
申込み期間　平成23年10月1日から10月31日まで 
手 術 期 間　平成23年11月から平成24年1月　 

【お問い合せ先】　役場住民生活課　☎77-3613

健やか爽やかウオーク日本1800

歩いてニッポンを元気に 
「海亀と遊びに歩かんで！」　生き物観察ウオーク 

　うみがめ博物館カレッタで海亀に出会い、海
亀の生態などを学び、昔の風景の残る路地「あ
わえ」を巡りながら、朝の連続テレビ小説「ウ
ェルかめ」のロケ地跡を訪ねます。 

■開 催 日　　10月16日（日）　小雨決行 
■集合場所　　JR日和佐駅前　11時10分 
■ウオーキング 
� 5kmコース　11時30分～14時30分 
�10kmコース　11時30分～16時 
■参 加 費　　1人300円　※小学生以下無料 
■受　　付　　当日受付（集合場所で申込み受付） 
■準 備 物　　ウオーキングのできる服装、弁当、 

水筒、雨具、タオルなど 
■1人一植運動募金 
「歩いてニッポンを緑に」するための募金運動
を展開しています。募金希望額は、1人1回
100円。ご協力お願いします。 
■お問い合せ先 
徳島県ウオーキング協会　�088－656－3636

主催　海部郡町村会（美波町・牟岐町・海陽町） 

■演　　目　三番叟まわし／伊勢萬歳 
箱廻し／猿回し 

■開催日時　平成23年10月17日（月） 
13時30分開演（13時開場） 

■開催場所　牟岐町海の総合文化センター 
■出　　演　村田社中　｢三重県／伊勢萬歳｣ 

猿舞座　　｢山口県／周防猿回し｣ 
阿波木偶箱廻しを復活する会 
　　　　　｢徳島県／箱廻し人形芝居」 

海部郡に舞う神々海部郡に舞う神々海部郡に舞う神々
～祝福芸の世界と人権～（入場無料） 



ライオン　19年ぶり優勝!! 

《 個人表彰 》 
★最高殊勲選手賞　　菖蒲　孝弘（ラ） 
★最多勝　　　　　　喜和田篤史（フ） 12勝 
★首位打者　　　　　菖蒲　孝弘（ラ） 0.511 
★ホームラン王　　　井坂　裕昭（ラ） 　4本 
★打点王　　　　　　石本　和志（ゴ） 21点 
★最多安打　　　　　江本　善範（ゴ） 24本 
　　　　　　　　　　菖蒲　孝弘（ラ） 24本 
★新人王　　　　　　井坂　裕昭（ラ） 

チーム名 

ラ イ オ ン  

ゴジャーズ 

ファイター 

ミ ッ ク ス  

コ ン ド ル  

ハリケーン 

順位 

1 

2 

3 

4 

5 

6

負数 

7 

9 

10 

15 

17 

20

勝数 

20 

17 

16 

12 

7 

6

引分 

3 

4 

4 

3 

6 

4

勝率 

0.741 

0.654 

0.615 

0.444 

0.292 

0.231

優勝!!　ゴールド 

《 個人表彰 》 
★最優秀選手賞　　　浜　　　清（ゴ） 
★最多勝利投手賞　　清水　潤一（ゴ） 12勝 
★ホームラン王　　　野田　稔雄（フ） 　3本 
　　　　　　　　　　野田　　巌（イ） 　3本 
　　　　　　　　　　野張　　明（イ） 　3本 

チーム名 

ゴ ー ル ド  

イ ー グ ル  

フ ラ ッ ト  

順位 

1 

2 

3

負数 

9 

15 

17

勝数 

18 

12 

11

引分 

3 

3 

2

勝率 

0.600 

0.400 

0.366

ひわさ駅観光案内所にカフェひわさ駅観光案内所にカフェ 
「ブルーウェーブ」「ブルーウェーブ」カウンター等カウンター等 
ウェルかめロケセットの一部を展示ウェルかめロケセットの一部を展示!!

JICJICA 海外ボランティア参加募集海外ボランティア参加募集!

義援金を被災地へお渡ししてきました義援金を被災地へお渡ししてきました 
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■平成23年度 日和佐オールスターリーグ 

■平成23年度 日和佐うみがめリーグ 

　皆様方からお寄せいただきました東日本大震災
義援金を9月6日から7日にかけ、宮城県女川町、
南三陸町、岩手県大槌町の三町に各200万円の
目録をお渡しさせていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左から川尻議長、影治町長、南三陸町佐藤町長、 
後藤議長 

義援金を被災地へお渡ししてきました義援金を被災地へお渡ししてきました 

　旧日和佐高校体育館に展示しておりましたウェ
ルかめロケセットのうち、カフェ「ブルーウェーブ」
の一部やカメのマトリョーシカなどを、ＪＲ日和
佐駅構内のひわさ駅観光案内所に移設いたしました。 
　ウェルかめミュージアムでは、一年余り開館し
約2万人の方が来場されました。展示規模は縮小
となりますが、より身近にご覧いただけますので
是非お越しください。 

■日 時　平成23年10月28日（金） 
　　 　　午前9時30分～ 

■場 所　日和佐公民館　3階会議室 

教育委員会からのお知らせ 
10月定例教育委員会開催の日程について 

ひわさ駅観光案内所にカフェひわさ駅観光案内所にカフェ 
「ブルーウェーブ」「ブルーウェーブ」カウンター等カウンター等 
ウェルかめロケセットの一部を展示ウェルかめロケセットの一部を展示!!

義援金を被災地へお渡ししてきました 

◆募集期間　10月1日（土）～11月7日（月） 
　　　　　　※消印有効 

◆応募資格 

①青年海外協力隊・日系社会青年ボランティア 
　満20歳（平成24年4月1日時点）～ 
　39歳（応募締切日時点） 

②シニア海外ボランティア・日系シニアボランティア 
　満40歳～69歳（応募締切日時点） 
※①②とも日本国籍を持つ方 

【お問い合せ先】 JICA（ジャイカ）四国  
　　　　　　　　 ☎ 087-821-8824 
　　　　　　　　HP  http://www.jica.go.jp

JICJICA 海外ボランティア参加募集海外ボランティア参加募集!JICA 海外ボランティア参加募集!ひわさ駅観光案内所にカフェ 
「ブルーウェーブ」カウンター等 
ウェルかめロケセットの一部を展示!!
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十
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度
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年
度 

Ｂ
＆
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ミ
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ー
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＆
Ｇ
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い
海
と
美
し
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地
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ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習

青
い
海
と
美
し
い
大
地
か
ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習 

平
成
二
十
三
年
度 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

青
い
海
と
美
し
い
大
地
か
ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習 

8月7日（日）～11日（木） 
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　 生
き
物
い
っ
ぱ
い
の
沖
な
わ 

 

田
　
浦
　
大
　
成

 
 

　
八
月
十
日
、
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
沖
な
わ
美
ら
海
水
族
館
に

行
き
ま
し
た
。 

　
美
ら
海
水
族
館
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
鮫
博
士
と
い
う
部

屋
と
、
巨
大
水
そ
う
、
深
海
の
魚
、

海
ガ
メ
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
鮫
博

士
と
い
う
部
屋
に
は
、
鮫
の
ホ
ル

マ
リ
ン
づ
け
や
、
化
石
、
鮫
の
レ

プ
リ
カ
な
ど
、
鮫
に
ま
つ
わ
る
物

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
三
十

五
ｍ
も
あ
る
巨
大
水
そ
う
に
は
、

マ
ン
タ
が
ゆ
う
ゆ
う
と
い
た
り
、

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が
目
の
前
に
三
匹

来
た
り
し
て
、
す
ご
く
迫
力
が
あ

り
ま
し
た
。
深
海
の
魚
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ハ
マ
ダ
イ
が
近
づ
い
て

き
た
の
で
、
す
ご
く
す
が
た
形
が

よ
く
見
え
ま
し
た
。
う
し
ろ
に
い

た
ナ
ガ
タ
チ
カ
マ
ス
も
よ
く
見
え

ま
し
た
。
海
ガ
メ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
海
ガ
メ
の
種
類
や
海
ガ
メ
の

食
べ
た
ゴ
ミ
な
ど
が
て
ん
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
死
ん
だ
海
ガ
メ
は
、

ビ
ニ
ー
ル
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
も
し
ま
し
た
。
海
に
入
る
と

少
し
寒
か
っ
た
け
れ
ど
、
中
に
い

る
と
な
れ
ま
し
た
。
下
に
は
サ
ン

ゴ
が
所
々
あ
り
、
青
や
黄
色
の
熱

帯
魚
も
い
ま
し
た
。
オ
ニ
ヒ
ト
デ

が
い
た
の
で
、
す
ご
く
お
そ
ろ
し

く
な
り
ま
し
た
。
泳
い
で
い
る
と
、

イ
シ
ナ
マ
コ
や
パ
イ
プ
ウ
ニ
の
仲

間
が
い
た
り
し
ま
し
た
。
パ
イ
プ

ウ
ニ
は
、
思
っ
た
以
上
に
と
げ
が

長
か
っ
た
で
す
。
途
中
で
本
部
元

気
村
の
人
が
イ
シ
ナ
マ
コ
を
拾
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
石

の
よ
う
に
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
海
ガ
メ
や
マ
ン
タ
と
い

っ
た
生
き
物
も
実
さ
い
に
水
中
で

見
た
か
っ
た
で
す
。 

　
ぼ
く
が
こ
の
体
験
で
特
に
思
っ

た
こ
と
は
、
海
に
は
た
く
さ
ん
の

生
き
物
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
そ
れ
と
ゴ
ミ
の
こ
と
で
す
。
海

は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
世
界
の

み
ん
な
が
海
を
大
事
に
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
の
数
が
ふ
え
つ
づ

け
る
と
、
生
き
物
が
ぜ
つ
め
つ
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

生
き
物
を
守
る
の
だ
と
い
う
意
識

を
も
た
な
い
と
い
け
な
い
な
あ
と

実
感
し
ま
し
た
。 
 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー 

 

播
　
磨
　
佑
　
哉

 
 

　
ぼ
く
が
、
こ
の
Ｂ
＆
Ｇ
の
海
洋

体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
申
し
込
も
う
と

思
っ
た
の
は
、
友
達
が
お
う
ぼ
す

る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
沖
な
わ

は
行
っ
た
事
が
な
か
っ
た
し
、
ぼ

く
は
海
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

　
沖
な
わ
に
着
い
て
、
バ
ス
に
乗

っ
て
、
ぼ
く
達
が
泊
ま
る
マ
リ
ン

ピ
ア
ザ
オ
キ
ナ
ワ
に
行
き
ま
し
た
。 

　
次
の
日
は
朝
か
ら
海
に
行
き
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
に
乗
り

ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
は
八
人

位
で
乗
り
、
水
上
バ
イ
ク
み
た
い

な
や
つ
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
海
を
走

り
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
は
二
人
で
オ

ー
ル
を
こ
ぎ
ま
し
た
。
歩
く
ぐ
ら

い
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
、
力
が

い
る
し
、
つ
か
れ
ま
し
た
。
イ
ル

カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
イ
カ
ダ
み

た
い
な
の
に
皆
と
乗
り
、
イ
ル
カ

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

近
く
で
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

頭
を
な
で
て
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。 

　
三
日
目
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
で

の
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
は
初
め
て
見
た
け
ど
、

わ
り
と
低
く
て
、
ふ
つ
う
の
木
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

水
は
茶
色
に
に
ご
っ
て
い
て
、
そ

の
上
を
、
カ
ヌ
ー
を
こ
い
で
通
り

ま
し
た
。
わ
り
と
力
が
い
り
ま
し
た
。 

　
四
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
で

ぼ
く
の
好
き
な
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が

三
匹
も
い
ま
し
た
。
海
水
浴
場
で
は
、

友
達
が
ナ
マ
コ
を
と
っ
て
い
た
し
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
下
に
サ

ン
ゴ
し
ょ
う
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
色
や
形
の
サ
ン
ゴ
が
あ
り
、
き

れ
い
で
し
た
。 

　
こ
の
四
泊
五
日
の
海
洋
体
験
セ

ミ
ナ
ー
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
、
き
れ
い
な
海
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
友
達
も

で
き
た
し
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。 

 

海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に 

行
っ
て
み
て 

 

山
　
田
　
朔
　
実

 
 

　
私
は
、
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に

行
く
前
は
も
の
す
ご
く
不
安
で
、

こ
の
ま
ま
台
風
で
も
こ
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
伊
丹
空
港

に
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
楽
し
そ
う

に
し
て
い
る
子
、
私
と
い
っ
し
ょ

で
不
安
そ
う
に
し
て
い
る
子
、
い

ろ
ん
な
友
達
が
い
ま
し
た
。
で
も
、

飛
行
機
に
乗
っ
て
い
る
間
に
友
達

も
で
き
て
、
一
気
に
不
安
も
ど
こ

か
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
沖
縄

に
着
い
て
、
バ
ス
で
移
動
し
て
ホ

テ
ル
ま
で
行
き
ま
し
た
が
、
四
十

五
分
ほ
ど
バ
ス
が
お
く
れ
た
た
め
、

一
日
目
の
自
己
紹
介
は
、
次
の
日

に
な
り
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
一
日
中
、
海
で
の

活
動
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

カ
ヌ
ー
は
、
少
し
つ
か
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
海
は
す
み
き
っ
て
、
と
て 

右が田浦大成くん 
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も
き
れ
か
っ
た
で
す
。
昨
日
で
き

な
か
っ
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
貝
を
入
れ

て
作
り
ま
し
た
。 

　
三
日
目
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
は
、
水
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
ど
、
実
は
浮
か
ん
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
ふ

つ
う
の
植
物
と
か
は
塩
水
に
は
弱

い
け
ど
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
枯
れ

な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
四
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
の

見
学
へ
行
き
ま
し
た
。
魚
の
種
類

も
多
く
、
き
れ
い
な
魚
か
ら
大
き

な
魚
ま
で
い
ま
し
た
。
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
も
、
す
ご
い
ジ
ャ
ン
プ
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海

の
活
動
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を

し
ま
し
た
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

は
し
た
事
あ
っ
た
け
ど
、
海
の
と

う
明
度
が
ち
が
い
ま
し
た
。
夜
は
、

エ
イ
サ
ー
と
い
う
沖
縄
の
踊
り
を

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

行
く
前
の
不
安
は
い
つ
の
間
に
か

な
く
な
っ
て
、
毎
日
が
と
て
も
楽

し
く
す
ご
せ
ま
し
た
。
　
　 

　
五
日
目
は
、
首
里
城
公
園
を
見

学
し
ま
し
た
。
五
日
間
と
い
う
長

い
よ
う
で
短
い
日
程
も
終
わ
り
、

沖
縄
空
港
へ
。
東
京
・
仙
台
へ
帰

る
友
達
と
は
、
こ
こ
で
お
別
れ
で
す
。

友
達
と
も
、
住
所
の
交
か
ん
を
し

た
り
し
て
、
と
て
も
良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
、
今
回
思

い
き
っ
て
行
っ
て
み
て
良
か
っ
た

で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

楽
し
か
っ
た
沖
縄 

 

丸
　
岡
　
　
　
好

 
 

　
四
泊
五
日
の
沖
縄
研
修
。
初
め

て
乗
る
乗
り
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
一

番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
バ
ナ
ナ
ボ

ー
ト
で
す
。
す
ご
く
速
く
て
、
顔

に
い
っ
ぱ
い
水
が
か
か
っ
て
目
が

い
た
か
っ
た
で
す
。
ヨ
ッ
ト
や
カ

ヌ
ー
は
、
ゆ
れ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ

わ
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
の
時
は
波
が
高
く
て
、

す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
サ
ン

ゴ
し
ょ
う
や
ヒ
ト
デ
を
い
っ
ぱ
い

見
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
っ

ぱ
い
泳
い
だ
か
ら
つ
か
れ
ま
し
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
生
き
物
は
、
い

ろ
い
ろ
な
習
性
が
あ
り
、
す
ご
く

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

　
美
ら
海
水
族
館
で
は
、
も
の
す

ご
く
大
き
な
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
か
ら
、

キ
ラ
キ
ラ
光
る
魚
な
ど
、
い
っ
ぱ

い
見
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
琉
球
王
国
の
首
里
城
に
は
、
い

っ
ぱ
い
龍
が
あ
り
ま
し
た
。
首
里

城
か
ら
の
景
色
は
と
っ
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
昔
の
王
様
も
同
じ
様

な
景
色
を
見
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
五
日
間
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
て
、
た
く
さ
ん
の
い
い
経
験

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
行

き
た
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
沖
縄
は

暑
か
っ
た
で
す
。 

左が山田朔実さん 

左が丸岡好さん 

さる、いのしし、しか…もビックリ?! 木 岐 奥 次 世 代 会 議  

　9月23日（金）爽やかな秋風のお天気のなか、木岐奥 
徳竹のふれあい農園にかかしが並びました! 
　17組23体のかかしが大集合☆☆ 　他にも、個性豊かなかかしが

いっぱい。 
　大きな「赤鬼かかし」や流木
アートの「夢みる乙女」、「裸の
大将　山下きよし」、「お多福さん」
などなど。 
　遠くから見ると、「かかし」か
「人」か見分けがつきません。 
　子どもたちの「紙飛行機飛ば
し大会」や「木岐奥ものしり博
士は誰だ！クイズ」でも大いに
盛り上がりました。 
　来年は、ぜひあなたの「かかし」
お待ちしています !!

かかしコンテストかかしコンテスト第７回かかしコンテスト
を開催しました!!

最優秀賞に輝いた小松島市から出品 
くださった「もう、くなよ～」 

ヘルメットに、防災ずきん。 
「それっ　高台へ」 

「まず、逃げよう !」も入賞です。 
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一
、
参
加
動
機 

　
僕
は
、
大
学
で
地
域
政
策
や
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
実
際
に
地
域

に
足
を
踏
み
入
れ
て
学
習
す
る
場

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
僕
自
身
の

出
身
地
が
岩
手
県
の
雫
石
町（
小
岩

井
農
場
の
所
在
地
）で
、
大
学
も
内

陸
部
の
群
馬
県
に
位
置
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
農
山
村
や

内
陸
の
都
市
部
に
多
く
触
れ
、
沿

岸
部
の
地
域
で
学
習
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
が
動
機
の
一
つ
で
す
。 

　
こ
の
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

事
業
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
の

中
で
、
沿
岸
地
域
は
僕
が
知
っ
て

い
る
も
の
だ
け
で
も
六
、
七
地
域

ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
触
り
程
度
で

す
が
、
そ
れ
ら
の
市
町
村
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
美
波
町
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
漁
村
留
学
を
実
施
し
、
人
口
を

増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が

あ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
非
常

に
力
を
入
れ
て
い
る
ま
ち
だ
と
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
美
波
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
人
々
、
そ
の
方
々

の
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
は
、
地

域
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
つ
私
に
と
っ
て
、
大
き
な
刺
激

に
な
る
の
で
は
、
と
思
い
、
美
波

町
を
志
望
し
ま
し
た
。 

 

二
、
活
動
内
容
・
感
じ
た
こ
と 

　
八
月
十
七
日
か
ら
、
旧
日
和
佐

町
と
旧
由
岐
町（
阿
部
地
区
）に
約

一
週
間
ず
つ
、
計
十
四
泊
十
五
日

の
日
程
で
美
波
町
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
僕
の
体

験
し
た
内
容
を
た
だ
た
だ
書
い
て

い
っ
て
も
面
白
み
に
欠
け
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
岩
手
の
山

間
部
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
域
の
勉

強
を
し
て
い
る
若
者
が
、
美
波
町

と
い
う
四
国
の
沿
岸
部
に
来
て
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
や
活
動

な
ど
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

①
方
言 

　
美
波
町
に
着
い
て
、
ま
ず
は
方

言
と
い
う
洗
礼
を
食
ら
い
ま
し
た
。

し
ゃ
べ
る
リ
ズ
ム
が
速
く
て
、
そ

の
う
え
わ
か
ら
な
い
言
葉
ば
か
り

で
し
た
。
最
初
の
ほ
う
に
僕
と
話

し
た
人
は
、「
相
槌
し
か
打
た
な
い

な
ー
こ
の
子
」
と
い
う
印
象
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
だ
か
ら

言
う
と
、
正
直
何
を
話
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
で
も
怒
ら

せ
た
く
は
な
い
し
…
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
。
憧
れ
と
戸
惑
い
が
き

れ
い
に
同
居
し
た
の
を
は
っ
き
り

と
覚
え
て
い
ま
す
。
僕
も
負
け
ま

い
と
地
元
の
方
言
を
多
用
し
た
つ

も
り
で
す
が
、
終
盤
に
は
「
ご
っ

つ
い
」
と
か
「
〜
け
ん
」
な
ど
と

言
い
か
け
て
い
る
自
分
に
気
付
き
、

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
ど
れ
が
正

解
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
い
ろ
ん
な
方
と
お

話
を
す
る
中
で
、
こ
の
方
言
を
聞

い
て
い
る
だ
け
で
も
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

②
朝
日 

　
山
間
部
に
住
み
続
け
て
い
る
僕

に
と
っ
て
、
毎
日
見
る
太
平
洋
か

ら
の
朝
日
は
圧
巻
で
し
た
。
大
浜

海
岸
か
ら
見
る
朝
日
も
、
阿
部
漁

協
か
ら
見
る
朝
日
も
、
す
ご
く
き

れ
い
で
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
早
起
き

し
て
写
真
を
撮
り
に
行
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
町
に
住
み

慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
も
、

仕
事
や
家
事
で
行
き
づ
ま
っ
た
と

き
に
は
ぜ
ひ
も
う
一
度
こ
の
朝
日

を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

③
性
格 

　
美
波
町
の
人
々
は
、
物
事
を
オ

ブ
ラ
ー
ト
に
包
み
込
む
と
い
う
こ

と
を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。
少
し
傷

つ
き
そ
う
な
こ
と
も
笑
顔
で
さ
ら

っ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
言
葉
の

す
べ
て
が
ス
ト
レ
ー
ト
で
、
変
化

球
を
投
げ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

あ
ま
り
な
い
で
す
。
最
初
は
動
揺

し
て
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
を
ミ
ス
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
は
昔

か
ら
そ
う
い
う
性
格
の
人
た
ち
と

あ
ま
り
気
を
使
わ
ず
に
話
し
て
い

る
ほ
う
が
合
う
の
で
、
美
波
町
を

好
き
に
な
る
理
由
の
一
つ
に
も
な

り
ま
し
た
。 

④
う
み
が
め
博
物
館
「
カ
レ
ッ
タ
」

で
の
勤
務 

　
カ
レ
ッ
タ
で
は
二
日
間
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
美
波
町
が
う

み
が
め
で
有
名
な
町
だ
と
い
う
の

は
偶
然
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

ど
ん
な
も
の
か
頭
で
考
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
に
見
た

と
き
は
そ
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
え
さ
や
り
や
プ
ー
ル

の
清
掃
な
ど
非
常
に
幅
広
い
お
仕

事
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
人
生
に
お
い
て
亀
の

甲
羅
を
た
わ
し
で
洗
う
日
が
来
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
心
な
し
か
気
持
ち
よ
さ
そ
う

な
亀
を
み
る
と
か
わ
い
く
て
愛
着

が
わ
い
て
き
て
、
最
後
に
は
亀
と

離
れ
る
の
が
少
し
さ
み
し
い
く
ら

い
の
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

⑤
農
業
体
験（
稲
刈
り
） 

　
あ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
稲
刈

り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
家
で
大
規
模
な
稲
作
を
し

て
い
る
僕
に
と
っ
て
、
稲
刈
り
を

や
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
正
直
「
楽

勝
だ
な
」
と
い
う
気
持
ち
が
少
し

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

実
は
甘
く
な
か
っ
た
…
。
実
家
の

ほ
う
が
作
付
面
積
が
広
い
た
め
に
、

そ
こ
に
は
か
け
る
人
数
と
機
械
と

い
う
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

鎌
で
稲
を
刈
っ
た
り
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
一
俵
ず
つ
積
ん
だ
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
も
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
家
よ

り
約
一
ヶ
月
弱
早
く
刈
る
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
、
美
波
町
に
来
て
、

毎
年
経
験
し
て
い
る
稲
刈
り
で
も

そ
の
地
域
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
体
重
を

測
っ
た
ら
、
こ
の
日
で
二
キ
ロ
近

く
痩
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
の
優
し

さ
が
、
僕
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、

素
直
に
楽
し
い
と
も
思
え
ま
し
た
。

ち
な
み
に
帰
省
後
に
こ
の
家
庭
か

ら
新
米
を
贈
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、

家
族
で
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

⑥
阿
部
漁
協
で
の
勤
務 

　
阿
部
漁
協
で
ア
ワ
ビ
の
荷
受
け

な
ど
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
部
の
方
々
が
、
か
な
り
大
き
い

あ
わ
び
を
、
僕
が
思
い
描
い
て
い

た
漁
師
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
に 
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豪
快
に
運
ん
で
く
る
姿
は
か
っ
こ

よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
そ
の
あ

わ
び
の
一
つ
一
つ
の
大
き
さ
、
値
段
、

管
理
体
制
に
か
な
り
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ロ
五
千
円
〜
七
千
円
も

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う

な
ア
ワ
ビ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

見
て
い
く
の
は
緊
張
し
ま
し
た
。

ま
し
て
や
阿
部
の
方
々
は
美
波
町

の
ほ
か
の
地
域
の
方
々
よ
り
も
さ

ら
に
物
言
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
感

じ
た
の
で
、
失
敗
し
た
ら
何
を
言

わ
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
最
初
は
恐
れ

て
い
ま
し
た
が
、
勤
務
を
続
け
て

い
く
う
ち
に
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ

る
人
が
増
え
て
、
話
し
て
み
る
と

暖
か
い
人
た
ち
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

⑦
ホ
ー
ム
ス
テ
イ 

　
今
回
の
事
業
で
最
も
心
に
残
っ

て
い
る
の
が
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
四
家
庭
に
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
家
庭
も
本
当
に
居
心
地
が
よ

く
て
、
離
れ
る
と
き
に
さ
み
し
く

な
る
よ
う
な
家
庭
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
四
家
庭
を
ま
と
め
て

紹
介
す
る
の
が
失
礼
す
ぎ
る
と
思

う
く
ら
い
で
す
。
も
し
将
来
僕
の

住
む
町
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
を
探
し
て
い
る
と
き
は
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
、
美
波
町
で

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
暖
か
く
接

し
て
あ
げ
た
い
と
思
え
ま
し
た
。

今
度
美
波
町
を
訪
れ
る
と
き
に
も
、

全
家
庭
に
も
う
一
度
顔
だ
け
で
も

出
せ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
感
謝
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

三
、
提
言 

　
美
波
町
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な

い
若
者
が
、
二
週
間
滞
在
し
た
中
で
、

美
波
町
で
何
を
す
れ
ば
地
域
づ
く

り
が
で
き
る
か
と
い
う
の
を
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
発
表
す

る
場
を
最
終
日
に
設
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
今
回
僕
が
提
案
し
た
内
容
は
、 

①
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
第

一
次
産
業
の
従
事
者
を
受
け
入

れ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
起
業 

②
地
域
づ
く
り
案
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
住
民
投
票
制
度
に
よ
り

可
否
を
問
え 

以
上
の
二
つ
で
す
。 

　
①
に
つ
い
て
は
、
美
波
町
に
は
海
・

山
・
川
・
田
な
ど
の
豊
富
な
自
然

資
源
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
多
く

の
空
き
家
が
目
に
付
い
た
こ
と
か

ら
思
い
付
き
ま
し
た
。
第
三
セ
ク

タ
ー
に
す
る
理
由
は
、
被
災
者
雇

用
開
発
助
成
金
制
度
に
注
目
し
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
被
災
者
を

雇
っ
た
事
業
主
に
助
成
金
を
支
払

う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
公
企
業

に
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
私

企
業
だ
と
、
助
成
金
は
も
ら
え
る

の
で
す
が
、
利
益
が
発
生
し
な
い

事
業
な
の
で
成
り
立
た
な
い
と
思
い
、

第
三
セ
ク
タ
ー
が
適
切
だ
と
考
え

ま
し
た
。 

　
家
族
ぐ
る
み
の
長
期
的
な
移
住

が
見
込
め
る
こ
と
、
最
も
被
害
を

受
け
た
第
一
次
産
業
従
事
者
が
こ

れ
ま
で
と
同
じ
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
慈
善
的
な
事
業
に

自
治
体
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、
町

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
思
い
、
こ
の
よ
う
な
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
役
場
の
方
々
か

ら
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
し
な
く
て

も
臨
時
採
用
と
い
う
形
を
と
れ
ば

助
成
金
は
も
ら
え
る
」「
空
き
家
は

住
め
る
状
態
で
は
な
い
が
、
年
に

何
回
か
戻
っ
て
く
る
人
も
多
く
、

提
供
で
き
る
状
態
で
も
な
い
」
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
②
は
、
既
述
の
通
り
、
美
波
町

の
人
々
の
我
が
強
く
は
っ
き
り
と

し
た
性
格
と
、
同
じ
町
内
な
の
に

地
域
ご
と
に
カ
ラ
ー
が
あ
っ
て
、

非
常
に
細
か
く
分
岐
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
こ
と
か

ら
思
い
つ
き
ま
し
た
。 

　
滞
在
中
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

地
域
へ
の
思
い
や
地
域
づ
く
り
案

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
ど
れ
も

若
者
の
僕
な
ん
か
に
は
と
て
も
思

い
つ
か
な
い
、
素
晴
ら
し
い
も
の

ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

自
然
資
源
を
中
心
に
、
地
域
づ
く

り
の
き
っ
か
け
に
な
り
そ
う
な
も

の
も
た
く
さ
ん
目
に
付
き
ま
し
た
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
の
か
？
そ
う
考
え

た
と
き
に
、
美
波
町
で
は
ま
ず
「
外

部（
町
外
）へ
の
地
域
づ
く
り
」
で

は
な
く
「
内
部（
町
内
）で
の
地
域
づ

く
り
」
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

　
伊
座
利
地
区
を
例
に
と
る
と
、「
学

校
を
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
人
口
を
増

や
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
ま
さ
に
「
内
部
で
の
地
域
づ

く
り
」
で
す
。
一
つ
の
目
標
に
向

か
い
、
住
民
が
一
体
と
な
れ
る
よ

う
な
状
況
を
作
る
に
は
、
住
民
投

票
制
度
が
適
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。

美
波
町
の
人
々
は
、
そ
の
性
格
が

ゆ
え
に
、
ま
と
ま
る
の
は
そ
う
簡

単
じ
ゃ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
正
直
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ

れ
よ
り
も
、
ま
と
ま
っ
た
と
き
に

ど
れ
ほ
ど
大
き
な
力
に
な
る
の
だ

ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち
の
ほ
う
が

勝
り
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
案
を

住
民
投
票
制
度
に
よ
り
決
め
る
こ

と
で
、
そ
の
案
は
町
民
み
な
の
意

見
と
な
り
、
一
つ
の
目
標
に
な
り
、

実
現
の
た
め
に
住
民
が
一
体
と
な

っ
て
、
地
域
づ
く
り
の
一
歩
目
を

踏
み
出
せ
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ

の
提
言
に
関
し
て
は
、「
町
議
会
と

の
連
携
を
ど
う
取
っ
て
い
く
の
か
」

な
ど
の
懸
念
を
出
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
ど
ち
ら
の
提
言
に
関
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
僕
が
考
え
た
も

の
で
し
た
が
、
新
た
な
視
点
だ
と

い
う
風
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

い
て
、
足
り
な
い
頭
を
フ
ル
に
使

っ
て
み
て
よ
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
体
に
対
し
て
の
考
え

を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
考
え
る
の

は
初
め
て
で
、
調
べ
て
い
く
と
知

ら
な
い
こ
と
が
か
な
り
多
く
あ
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

四
、
最
後
に 

　
終
わ
っ
た
後
に
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
内
容
が
濃
す
ぎ
て
二
ヶ
月

く
ら
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。
机
に
向
か
う
の
も
重

要
で
す
が
、
実
際
に
行
動
し
て
み

る
の
は
も
っ
と
重
要
な
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
毎
日
小

さ
い
ノ
ー
ト
に
十
行
ほ
ど
の
日
記

を
書
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
返
し
て
み
る
と
、
よ
く
目
に

付
く
の
が
「
感
謝
」
と
「
楽
し
い
」

と
い
う
言
葉
で
す（
ち
な
み
に
三
番

目
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は

「
し
ん
ど
い
」
で
し
た
が
）。
二
十

年
生
き
て
き
て
、
最
近
純
粋
さ
が

な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
美
波

町
の
暖
か
い
人
柄
に
触
れ
て
な
ん

だ
か
そ
う
い
う
も
の
を
自
然
と
取

り
戻
せ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
多

く
の
方
に
、「
ま
た
来
る
こ
と
が
本

当
の
感
謝
だ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、

強
く
共
感
し
ま
し
た
。
い
つ
か
元

気
な
姿
を
見
せ
て
、
そ
の
時
に
は

も
っ
と
し
っ
か
り
と
地
域
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
れ
ば
な
、
と
思
い
ま
す
。

僕
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！ 
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地域交流支援センター 

日 和 佐 隣 保 館  

地域交流支援センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

心配ごと相談 

人 権 相 談 

心配ごと相談 

行 政 相 談 

心配ごと相談 

行 政 相 談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

町

民

文

芸

町

民

文

芸

 

町

民

文

芸

 

　
　
由

岐

句

会 

礁
の
腰
ぐ
る
り
海
老
網
仕
掛
け
け
り
　
　
　
住
谷
　
喜
舟 

晩
夏
光
ペ
ン
キ
剥
げ
た
る
監
視
塔
　
　
　
　
米
山
　
玉
子 

島
山
の
ど
っ
し
り
座
る
良
夜
か
な
　
　
　
　
由
岐
　
亮
子 

法
師
蝉
人
に
つ
く
せ
と
鳴
き
に
け
り
　
　
　
松
内
　
き
ぬ 

逝
き
し
友
偲
び
晩
夏
の
浜
に
佇
つ
　
　
　
　
戎
谷
　
久
代 

足
る
を
知
る
齢
と
な
り
て
鳳
仙
花
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公 

登
り
き
り
青
す
す
き
刈
る
父
祖
の
墓
　
　
　
下
町
　
　
昭 

労
ら
れ
労
り
あ
い
て
残
暑
か
な
　
　
　
　
　
森
　
　
浄
子 

鳶
ひ
と
つ
晩
夏
蒼
茫
た
る
海
よ
　
　
　
　
　
中
川
　
秀
司 

海
鳴
り
の
ふ
た
夜
鈴
虫
声
張
ら
ず
　
　
　
　
森
本
富
美
子 

 

　
　
木

岐

句

会 

花
木
槿
会
釈
を
交
わ
す
だ
け
の
仲
　
　
　
　
青
山
　
文
夫 

裏
山
は
椎
の
木
林
星
月
夜
　
　
　
　
　
　
　
三
谷
　

江 

ぎ
た
て
の
茄
子
の
濃
紺
棘
あ
り
て
　
　
　
中

小
夜
子 

四
国
路
は
浄
土
に
続
く
曼
殊
沙
華
　
　
　
　
勝
瑞
　

春 

震
災
の
浜
に
ど
っ
さ
り
初
サ
ン
マ
　
　
　
　
湊
　
と
お
る 

丸
き
背
の
母
が
束
ね
し
庭
の
萩
　
　
　
　
　
森
　
　
延
子 

潮
騒
の
そ
っ
と
寄
せ
来
る
星
月
夜
　
　
　
　
名
田
み
や
女 

離
れ
住
む
子
の
幸
願
う
星
月
夜
　
　
　
　
　
海
部
夫
志
子 

夕
蝉
に
も
っ
と
歩
け
と
励
ま
さ
れ
　
　
　
　
青
山
　
幸
子 

汗
拭
い
て
祝
鶴
折
る
一
ト
日
か
な
　
　
　
　
浜
名
　
文
子 

阿
波
踊
り
法
衣
の
似
合
う
女
振
り
　
　
　
　
湊
　
の
ぶ
恵 

星
月
夜
握
ら
せ
た
く
て
肩
車
　
　
　
　
　
　
濱
名
　
優
佳 

空
高
く
搖
れ
る
ピ
ン
ク
の
百
日
紅
　
　
　
　
坂
井
　
　
清 

上
り
月
若
衆
總
出
の
浦
祭
　
　
　
　
　
　
　
寺
下
岩
次
郎 

星
月
夜
子
ら
と
眺
め
し
日
の
遠
く
　
　
　
　
志
尾
多
磨
子 

 

　
　
日

和

佐

句

会
　 

新
米
は
谷
水
清
き
赤
松
米
　
　
　
　
　
　
　
田
川
　
幸
枝 

台
風
の
紀
州
よ
り
牛
流
れ
つ
く
　
　
　
　
　
本
庄
　
潮
乃 

テ
ィ
タ
イ
ム
は
る
か
眼
下
の
秋
怒
涛
　
　
　
中
川
　
美
鈴 

糸
と
ん
ぼ
川
の
光
に
ま
ぎ
れ
つ
つ
　
　
　
　
白
河
　
輝
女 

踊
り
み
て
す
ぐ
足
動
く
二
拍
子
に
　
　
　
　
福
井
　
咲
希 

海
亀
保
護
標
識
撤
去
夏
果
て
る
　
　
　
　
　
岡
本
　
真
砂 

 

　
　
投

稿

（
俳

句
）

 

抗
え
ぬ
自
然
の
見
せ
る
野
分
け
後
　
　
　
　
舩
越
　
儀
雄 

　
　
日

和

佐

短

歌

会 

午
前
五
時
も
の
き
ざ
む
音
厨
よ
り
ひ
と
日
始
ま
る
わ
が
家
の
定
番
　
　
　
　
谷
崎
　
吉
加 

三
代
の
時
代
を
ふ
ま
え
白
寿
な
る
今
日
祝
受
く
わ
れ
恙
な
く
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
光 

節
多
き
桧
廊
下
を
素
足
に
て
歩
む
足
裏
涼
し
さ
感
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
テ
ル
エ 

女
が
と
言
い
し
は
遠
く
な
り
に
け
り
今
頼
も
し
き
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
　
　
福
井
　
郁
子 

稲
作
を
見
守
り
し
案
山
子
用
す
み
て
居
場
所
変
り
し
栗
畑
に
立
つ
　
　
　
　
栗
林
　
和
子 

嵐
去
り
谷
水
清
き
赤
松
の
心
待
ち
せ
し
新
米
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
川
　
幸
枝 

わ
が
食
指
一
本
つ
か
み
ひ
い
孫
の
誘
う
部
屋
に
お
も
ち
ゃ
の
列
車
　
　
　
　
豊
崎
マ
ツ
エ 

虫
籠
を
買
っ
て
も
ら
い
し
孫
娘
鳴
く
虫
取
れ
と
祖
母
に
む
り
言
う
　
　
　
　
小
延
　
恭
弘 

薬
王
寺
桜
も
み
じ
の
散
る
磴
に
ま
ば
ら
に
白
き
銭
を
掃
く
人
　
　
　
　
　
　
本
庄
た
ゑ
子 

 

　
　
投

稿

（
短

歌
）

 

雲
足
の
速
さ
た
し
か
む
男
衆
の
声
重
な
り
し
船
溜
り
な
る
　
　
　
　
　
　
　
下
町
　
　
昭 

に
ぎ
わ
し
き
蝉
の
鳴
き
声
き
く
ほ
ど
に
つ
く
つ
く
法
師
の
声
お
お
か
り
し
　
舩
越
　
儀
雄 

町民文芸のコーナーに掲載を希望される 
場合は、総務企画課（☎77－3611）まで 
連絡をお願いします。※原稿は前月25日 
までに提出してください。 

10月17日（月）～23日（日）は、 
「秋の行政相談週間」です。 

　行政相談週間は、総務省が行政相談制度を
広く国民の皆さまに利用してもらうために、
全国一斉に実施しています。相談は無料で、
秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談
ください。 

【特設行政相談】日和佐老人福祉センター 
日時　10月18日（火）9:00～12:00 
行政相談員　中野　功さん・川西伸枝さん 

【相談内容の例】 
道路・輸送機関・病院・各役所の申請窓口
の対応・登記・農林水産・商工・福祉・年金・
社会教育・郵便等の相談 

平成23年度　行政相談週間 
～あなたの声をお聴きします～ 
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●休館日 10月の予定 

1

2 3 4 5 76 8

9 10 11 12 1413 15

16 17 2120 22

2925

18 19

27 2826

美波町日和佐図書・資料館　☎0884－77－2733

・つきよはうれしい 

・ぷりんちゃん 

・おどるカツオブシ 

・ねえママ 

・あいうえおたくはいびん 

・うたこさん 

・はなのはなうた 

・どんぐりむらのぱんやさん 

・いもいもほりほり 

・おおきなかぼちゃ 

・おはいんなさい 

・かぜのでんしゃにのって 

あまんきみこ 

なかがわちひろ 

森 　 絵 都  

こやま峰子 

ことはてんこ 

植 垣 歩 子  

内田麟太郎 

なかやみわ 

西 村 敏 雄  

Ｅ・シルバーマン 

西平あかね 

やすいすえこ 

≪児童本≫ ■新着本 
・おまえさん　上下 
・笑い三年、泣き三月。 
・半島へ 
・涅槃の雪 
・光あれ 
・白椿はなぜ散った 
・星火瞬く 
・マスカレード・ホテル 
・平成猿蟹合戦図 
・愛娘にさよならを 
・黄金の太刀　　 
・古手屋喜十為事覚え 
・待ち伏せ街道 
・はやく名探偵になりたい 
・警官の条件　 
・幽霊の涙 
・闇の喇叭 
・緑の毒 
・百歳 
・悲しみの効用 
・上機嫌の才能 
・雪男は向こうからやってきた 

宮部みゆき 
木 内 　 昇  
稲 葉 真 弓  
西 條 奈 加  
馳 　 星 周  
岸田るり子 
葉 室 　 麟  
東 野 圭 吾  
吉 田 修 一  
秦　建日子 
山 本 兼 一  
宇江佐真理 
志 水 辰 夫  
東 川 篤 哉  
佐々木　譲 
諸 田 玲 子  
有栖川有栖 
桐 野 夏 生  
柴 田 ト ヨ  
五 木 寛 之  
田 辺 聖 子  
角 幡 唯 介  

等など 

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や

絵本などたくさんの本が入っています。あな

たの読みたい本が図書館になければ、予約や

リクエストができます。どんどん申し出てく

ださい。お待ちしております。 

『 開館日・時間 』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで 

　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで 

『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始 

日和佐だるま朝日写真展日和佐だるま朝日写真展  
これが日和佐のダルマ朝日だ！ 

【期間】10月1日（土）～ 30日（日）　【会場】2階ギャラリー 

No.067 
2011年10月号 

日和佐だるま朝日写真展 
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人口と世帯 

人　口 

男 

女 

世帯数 

7,923人 

3,709人 

4,214人 

3,502世帯 

前月比 

（－９） 

（－７） 

（－２） 

（－１） 

（平成23年９月30日現在） 

今月の納税 
納付期限　10月31日（月） 

●国民健康保険税　第３期分 
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　9月21日（水）、台風15号の影響で開催が危ぶまれましたが、無事、美波町立日和佐総合体
育館において「音楽文化が息づくまちづくり in美波町」と題し、指揮に時任康文氏をお迎えし、
プロのオーケストラによるコンサートが開かれました。 
　コンサートでは、地元から「すみれコーラス」、「さくらコーラス」、日和佐小学校4・5・6年
生児童及び教諭で結成された「ひわさっ子104合唱団と先生たち」による共演もあり、満席に
なった会場からは、すばらしい演奏と合唱に盛んに拍手が沸き起こっていました。 
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） 

(

山
河
内
　
白
沢 

　
２
０
０
０
本
の
芙
蓉
が
満
開
！

～合併5周年記念行事～ 
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